
ミカセンス センサー RedEdge-MX ドローン用マルチスペクトルカメラ
 
RedEdge-MX はコンパクトなサイズなので、マルチローターと固定ローターの両方でうまく動作します。 翼のプラットフォーム。
1 回のフライトで RGB カラー、NDVI、および 高度な植生インデックス レイヤー。
また、校正されているため、 すべての出力における時間の経過に伴う変化を正確に把握します。
 
アイテム：マルチスペクトルカメラ
ブランド名：Micasense
原産地：アメリカ
サイズ：8.7cm x 5.9cm x 4.54cm (3.4インチ x 2.3インチ x 1.8インチ)
重さ： 231.9 g (8.18 オンス) (DLS 2 とケーブルを含む)
外部電源: DC4.2V～DC15.8V 公称 4 W、ピーク 8 W

 
表現型検査
植物の特性を手動で測定するには時間がかかります。 RedEdge-MX は、より短時間でより多くのデータを取得できるため、研究者は、さまざまな品種が特定の環境にどのように反応す
るかを理解し、収量を向上させるために望ましい形質を修正できるようになります。

作物の健康状態のマッピング
クロロフィル含量の低下は、多くの場合、植物ストレスの初期の指標となります。 RedEdge-MX は、可視スペクトル帯域と不可視スペクトル帯域の両方をキャプチャ
します。さまざまなバンドから、植物の個々のクロロフィル レベルを確認し、経時的に比較するための指標を生成することができます。
水管理
RedEdge-MX は、水管理に関する強力な洞察を提供します。たとえば、NIR 帯域 (CIR など) を使用したカラー合成は、ユーザーが過度に湿った領域を識
別するのに役立ちます。さらに、過剰な灌漑の恩恵を受けている地域が強調表示されます。

https://www.surveymappinginstrument.com/jp/product/oiginal-high-resolution-panchromatic-band-multispetral-micasense-camera-rededge-p.html


肥料管理
RedEdge-MX を使用すると、栄養素の少ない地域を簡単に特定できるだけでなく、季節を通して肥料散布の効果を監視し、新たな散布が必要かどうか、いつ、どこに必要かを
判断するのにも役立ちます。
病気の特定
RedEdge-MX は、レッド エッジ バンドと呼ばれる、植物を研究するための光スペクトルの重要な部分 (712 ～ 722 nm) を捕捉します。ストレスの最初の兆候が現れ始めるのは、スペクトルのこのセクションです。
レッドエッジバンドで生成された分析を使用することで、生産者は病気をより早く特定し、蔓延を阻止するためにより迅速に行動することができます。

 

校正されたマルチスペクトル画像

1 回の飛行で RGB 画像から洞察を得る
 

梱包と配送






